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L はじめに

　 エ ア ロ ゾル 層 の 鉛 直分布 の 詳細な理 解は ，そ の 直接 ・

間接的な気象・気候 へ の 影響を評価する上 で 重要とな る．

そ こで
， 本研究で は 多様な粒子 環境に ある東 ア ジア 域を

対 象 に ，領 域 型 物 質輸 送 モ デ ル （CFOR ．S ： Uno 　 et

al．，2003） に よる エ ア ロ ゾ ル 輸送 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 結

果
，
地 上 設 置型 ライ ダー

に よ っ て 得 られ た エ ア ロ ゾ

ル 層鉛 直分布，ス カイ ラ ジオ メ ーター観測か ら推 定

された 光学的厚 さ を もと に ，エ ア ロ ゾル 層鉛直分布

の 季節的特徴及びそ の 気 象学的要因に つ い て 解析 を

行 っ た．

2．　　 モ デル の　要

　CFORS は領 域型気象 モ デ ル （RAMS ）の ス カ ラ
ー

オ

プ シ ョ ン を利 用 し て エ ア ロ ゾ ル 輸送 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ

ン を行 っ て い る．計算領 域は 図 2 に 示 した 東 ア ジ ア域

で ，水平分解能は 60km ，格子数 は 120 ×90，鉛直方向

に は 地形 に 沿 っ た座 標系 を用 い て 40 層 （上 空約 20km

ま で ） と設 定 した．積 分期 間 は 3 年（2003 年 1 月 1 日

〜2005 年 12 月 31 日）と し，初期化 と側 方境界条件 に

NCAR ／NCEP の 再解析デ
ー

タを利 用 し たナ ッ ジ ン グ

を 6 時間 毎に行 っ て い る．よ り詳 細な CFORS の 記 述

や そ の 妥 当性 の 検証 に関 して は Uno　et　aL （2003）を参

照 し て 頂きた い ，

雌
　解析 にはライダ

ー
とス カイラジオメ

ー
タ
ー

の 札 幌 ，富 山，
つ くば，長崎における 2003年一2005年 の 観測デ

ー
タを使

用した．また エ ア ロ ゾ ル 層 の 鉛直分布 の 解析は モ デ ル ，
ラ イ ダ

ー
観 測 結果 か ら，エ ア ロ ゾ ル 光 学的 ス ケ

ー
ル

ハ イ トを導 出す る こ と で 行 っ て い る．ただ し，光学 的

ス ケ
ー

ル ハ イ トはHayasaka　et　al．　 （2007）に従 い 光学 的

厚 さが 1−♂ にな る高 さ と定義 し，ライ ダーデー
タは

ス カイ ラ ジオ メ
ー

タ
ー

に よる光学的厚 さ と同程 度 の

値 を示 し た 時刻 の も の の み を使用 し て い る．

墜

　まず ，
モ デ ル とライ ダー観測 に よ っ て 得 られ た 光

学的 ス ケ
ー

ル ハ イ トの 比 較か ら，
モ デル が 球形

・
非球

形 （ダ ス ト）エ ア ロ ゾ ル 層 の 鉛 直分布 の 時 間 変 化 の 特

徴 を適切 に 再 現 し て い る こ とを確認 し た．次 に モ デ

ル 結果 を 用 い て
，

ダ ス トの 光 学 的 ス ケ ー
ル ハ イ トに

つ い て 解析 を行 っ た，図 1 は 日本上 空 の 夏（JJA ）， 冬

（DJF）の ダス トの 光 学的 ス ケ
ー

ル ハ イ トと光学的厚 さ

の 散 布 図 を示 し て い る．ま た図 2 に は 夏 （JJA）と冬

（DJF）の ダ ス トの 光学 的 ス ケ
ー

ル ハ イ トと光学 的厚 さ

の 平均水平面分布 を示 した．図 1 は，ダ ス ト層が夏 に

2−10km の ，冬に 地上 か ら 6  の ス ケール ハ イ トを持

っ こ と を 示 し て い る．こ の 夏に 高い 高度 に ，冬 に 低い

高度に ダ ス ト層が分布す る特徴は また図 2 の 水平面

分布 に お い て も示 され て い る．重 要 な 特徴 は 日本 上

空 の ダ ス ト層の ス ケ
ール ハ イ トが ， 夏 に は発 生 源 付

近 よ り も 2−3km 程 度大 きな値 を持つ の に対 し，冬 には

発 生 源 付近 の 値 よ り小 さ い か ，同程度 の 値 を持 つ こ

とで あ る．図 には示 して い な い が
，
CFORS モ デ ル 解析

は 冬 の ダ ス ト層 の 輸送 が 主 に 大 陸か ら の 寒気 の 吹き

出 し に 伴 っ て 起 こ るた め
，

比 較 的低 温位層 内を輸送

され る傾 向に あ り，ま た夏 に発 生 した ダス ト層 は暖

か い 南風 に よ っ て 日本上 空に輸送 され るた め．比較

的高温 位層 内を輸送 され る傾向 に あ る こ とを示 して

い た．そ の た め，こ れ らの 解析 か ら，こ の 夏 と冬 の ス

ケ ー
ル ハ イ トの 差 は主 に各季節 の 季 節風 に よ る輸送

の 結果で あ る こ とがわ か る．

　発 表 当 H は他 の 季 節 や 球 形粒 子 の 解析 結果に つ い

て も報 告す る予 定で あ る．
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図 1：日本上空 の 夏（JJA）（左），冬（DJF）（右）の ダ ス トの 光学的

ス ケー
ル ハ イ ト（縦 軸）と光 学 的 厚 さ（横軸）の 散布図

図 2 ：夏 （JJA）〔上 ），冬 （DJF ）〔下）の ダ ス トの 光学的 ス ケ
ー

ル ハ

イ ト（グ レ
ー

コ ン ター
）と光学的厚 さ（黒 コ ン ター

線）の 平均

水平面分布．ス ケ
ー

ル ハ イ トの 分布 は 光学的厚 さの 分布 に

沿 っ て （光学的厚 さが O．05 以 ヒ）示 し て い る．
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